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愛知県も緊急事態宣言が 3 月 7 日迄延長される事に

なりました。状況が改善すれば繰り上げて解除すると

言う事です。2 月の例会は全休のお知らせをしていま

すので、3 月の例会開催につきましては後日連絡をさ

せて頂きます。 

又、1 ヶ月間自粛生活が求められますが、皆さんはど

う過ごされるでしょうか。去年の 4 月、5 月の緊急事

態宣言の時私は、主に映画を見て自粛生活をしていま

したが、その時から今に至る迄何度も観ている作品を

一つ紹介します。NHKBS 放送で巨匠フランシス•フ

ォード•コッポラ監督の「ゴッドファーザー」が放送

されていたので 3 部作共ビデオに取りました。この物

語はたった一人でファミリーを築き、マフィアとして

のし上がっていく様を家族ドラマの形式で描いていま

す。三部作の中で私が特に記憶に残っているのはパー

トⅡです。シチリアのコルネオーレ村に生まれ、家族

を皆殺しにされてもなんとか逃げ延びた 9 才の少年 

 

 

 

（ビトー）は、たった一人で移民としてニューヨーク

に渡りました。成長したビトー（ロバート•デ•ニー

ロ）は結婚し食品店で働き慎ましく暮らしていました

が、地元のマフィアの介入で職を奪われてしまうこと

になり、家族を養うためその頃知り合った仲間と窃盗

を生業とするようになりました。窃盗を見逃す条件で

高額なみかじめ料を要求してくる地元のマフィアをビ

トーが殺害し、この地域で一目置かれる存在となり、

人々の相談役となっていきました。その後仲間もビト

ーをボスと認め、彼の経営する貿易会社で右腕となっ

て働くようになります。ドン•ビトー•コルネオーレ

「ゴッドファーザー」の誕生です。アメリカで成功を

収めたビトーは妻と 4 人の子供を連れて故郷のコルネ

オーレ村へ帰省し、24 年前家族を皆殺しにされた復

讐を果たす事になります。一つの出会い、一つの出来

事が一人の人生に大きく関わって来る事を、考えさせ

られました。 

私が高校生の時に上映された作品ですが、年齢やその

ときの状況によって、感じることや響くことが少しず

つ違い、ときが経つほどに、見返す毎に、違う味わいを

見せてくれる細かな部分まで丁寧に作り込まれた名作

だと思っています。若い会員はご存知ないと思います

が、興味ある方は長い自粛期間中に是非一度ご覧くだ

さい。 
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2 月に入り、緊急事態宣言も解除されるかと思われま

したが、3 月 7 日までの間、継続されるということ

で、不要不急の外出自粛は今なお要請されています。

その為、依然リモートワークで対応されておられる会

員の方もおられるかと思います。 

私の仕事も、電話やメール等で、相談やデーターのや

りとりを行って、顧問先への訪問はできるだけ避けて

います。 

外での会食もめっきり減りましたが、先日ある会社に

お伺いした際、従業員食堂の各テーブルの上には「黙

食」と書かれた三角プレートが置かれていました。 

我々の業界（会計士・税理士）では近年、業務の質的

向上を図るため、会員に対して一定時間の研修の履修

が義務づけられていますが、昨年春頃からは会場での

開催はほとんどなく、専らリモートで参加していま

す。 

私は趣味で男声合唱をしています。一時はマスクを着

用して練習をしていることもありましたが、再度緊急

事態宣言が発令され、練習は中止となっています。   

例年、年末のベートーベンの第九演奏会には合唱団員

として参加しており、私にとって年末の風物詩となっ

ていましたが、演奏会も中止となりました。ベートー

ベンといえば昨年は生誕 250 年として日本でも記念

コンサートや演劇・テレビ番組などが企画されまし

た。 

ある NHK のテレビ番組では視聴者投票（応募総数

15,174 票）による名曲ベストテンという企画があり

ました。ポピュラーな曲としてピアノ曲では「エリー

ゼのために」や「ピアノソナタ月光」、交響曲では

「第 5 番運命」や「第 6 番田園」などが挙げられる

かと思いますが、果たして頂点に輝いた曲は？ やは

り「交響曲第 9 番・合唱つき」でした。 

さてワクチン接種は高齢者（私も該当します。）は 4

月ごろから接種と聞いています。早く集団免疫がで

き、飛沫を気にせず、会食したり唄ったりしたいもの

です。 
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名古屋空港ロータリークラブ会員の皆様、休会が続い

ておりますがお元気でしょうか。 

１月に再発令された緊急事態宣言がさらに１ヵ月間延

長され、ますます混沌とした状況を迎え、不安を抱い

ておられることと存じます。 

 

そんななか、金山のボストン美術館が２年ぶりに門戸

を開き、「バンクシー展/天才か反逆者か」が開催され

る運びとなったので初日にのぞいてきました。 

バンクシーは正体不明の芸術家として、資本主義、政

治そして戦争などを対象に批判した「落書き」で有名

ですが、パレスチナ自治区に世界一眺めの悪いホテル

を所有しており、そのホテル室内を再現したコーナー

があったり、ディズニーランドをモチーフにした「デ

ィズマランド」というアンチ・テーマパークが紹介さ

れたりと見ごたえのある展示会ですので、皆様もぜひ

足を運んでみてください。 

さて、そんな彼の作品群を眺めていたら、ある曲が脳

裏をかすめました。 

 

 

Epitaph (墓碑銘) / King Crimson     

作詞：Peter Sinfield 

 

The wall on which the prophets wrote   

予言者達が書き付けた壁は 

Is cracking at the seams            

割れ目から崩れ落ち 

Upon the instruments of death        

殺戮の道具の上に 

The sunlight brightly gleams           

日の光は燦然と輝く 

When every man is torn apart          

あらゆる人が悪夢や夢想とともに 

With nightmares and with dreams       

引き裂かれていく時 



Will no one lay the laurel wreath        

栄冠など何処にもありはしない 

When silence drowns the screams      

静寂が叫びを呑み尽くしてしまう 

 

Between the iron gates of fate          

破滅の定めの鉄門のもとに 

The seeds of time were sown          

 時の進行の種子は播かれ 

And watered by the deeds of those      

聡明かつ著名な偉人達の行ないが 

Who know and who are known          

水を与えてきた 

Knowledge is a deadly friend            

掟を決める者がいないのなら 

If no one sets the rules                

知識とは死を招く友 

The fate of all mankind I see            

全人類の破滅の定めは 

Is in the hands of fools            

愚者どもの掌の上にあるようだ 

 

Confusion will be my epitaph             

錯乱こそ私の墓碑銘となろう 

As I crawl a cracked and broken path     

ひび割れ荒廃した道を私は這い進む 

If we make it we can all sit back and laugh  

どうにかなるものなら腰を下ろし笑ってもいようが 

But I fear tomorrow I'll be crying    

しかし 私は明日が怖い 私は叫び続けるだろう 

Yes I fear tomorrow I'll be crying    

そうだ 私は明日を怖れ 私は叫び続けるだろう 

 

 

この曲は１９６９年に発表されたキングクリムゾンと

いう英国バンドのファースト・アルバムに収められて

いる一曲です。その歌詞は幻想的かつ哲学的であり、

意味不明な内容に思われることでしょう。 

当時は東西冷戦からベトナム戦争が泥沼化していく時

代でした。若者たちは政治家たちを信用せず、戦争反

対を訴え、自由と解放を求めてヒッピーと化していた

頃です。そんな若者たちの想いをキングクリムゾンは

この曲に込めて歌いあげたのです。 

それから５０年後の現代、バンクシーは落書きという

形で同様の訴えをしているように思えました。 

７０年代は、はるか昔に過ぎ去っているにもかかわら

ず、この世の中はいまだに国民を道連れにして時勢を

動かし、政権確保にやっきになっているように見える

のは私だけでしょうか。人類は、科学技術による文明

は進んでも、文化や精神はあの時代から何一つ変わっ

てないようにみえます。少なくとも私はコロナ禍の現

在、緊急事態宣言下で同様の思いを抱きながら、美術

館の出口をくぐってきました。 

 

Confusion will be my epitaph      

錯乱こそ私の墓碑銘となろう 

 

一日も早く緊急事態宣言が終了し、例会で皆様の元気

な顔を拝見できることを楽しみにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 休会のお知らせ 

 

◇ 2 月 8 日（月）  通常例会  

↓ 

 定款 7 条１節（ｄ）-3 のため休会 

 

 

◇ 2 月 15 日（月） 

 2 月 20 日(土)東尾張分区 IM のため、例会変更 

↓ 

東尾張分区 IM 中止 

→ 定款 7 条１節（ｄ）-3 のため休会 

 

 

◇ 2 月 22 日（月）  通常例会  

↓ 

定款 7 条１節（ｄ）-3 のため休会 

 


